
 

 登別市立図書館は昭和47年5月10日に開館し、今年50歳を迎えました。
これも図書館に携わってこられた方々のご尽力と、何よりも市民の皆さまのご利
用とご支援があったからこそと、職員一同感謝しております。
 このたび開館50周年を記念し、皆さまから「登別市立図書館を表す漢字一字」
を募集します。皆さまの登別市立図書館への思いや考えを「漢字一字」でお寄せ
下さい。
 皆さまから寄せられた漢字は、図書館でまとめて10月1日から本館1階ロビーに
て掲示いたします。
 応募方法は登別市立図書館 本館、分館、移動図書館車、各配本所にて応募用紙
を配布、応募箱も設置していますのでご投函ください。
 おひとりさま何度でも参加が可能です。
 皆さまからの登別市立図書館への思いをお待ちしています。

　募集期間　2022年７月9日（土）～9月9日（金）
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登別市立図書館開館５０周年記念企画展示

登別市立図書館ってどんなカンジ？
登別市立図書館を表す漢字一字を教えて下さい！
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映  画  会

おはなし会

ご寄付の報告

今月は特別整理休館のため映画会は休止します。

②おはなしぽけっと（絵本や紙芝居の読み聞かせ、エプロンシアターなど）

 日時 ６月２５日（土） １３時３０分より ※毎月第４土曜日

※会場は①アーニス分館、②③図書館３階会議室です。
 入場無料、申込は不要です。

①デジタル分館おはなし会（電子絵本や電子紙芝居の読み聞かせ）

 日時 ７月 ９日（土） １３時より ※今月は変則（通常：毎月第１土曜日）

 ６月８日（水）、登別建設協会様から図書購入費のご寄付を頂きました。
 同協会様からは昭和５０年度より継続的にご寄付を賜っており、
これまで３,０００冊を超える図書を購入させて頂きました。
 近年では図鑑や小説、実用書など幅広いジャンルの図書を
購入しており、今回もご厚志に沿った資料の選定を進めたい
と考えております。
 皆様から賜りましたご篤志に改めてお礼申し上げます。
どうもありがとうございました。

（通常は毎月第１土曜日に開催）

※「えほんのへやのおはなしかい」は、夏休み工作開催のため休止します

ロビー展示
※会場は図書館１階ロビーです。
 どなたでもご覧頂けます。

①縄文の世界　☆まもなく開催！

開催期間　７月　９日（土）～ ７月３１日（日）
平成２９年、北海道では、松浦武四郎が明治政府に「北加伊道（ほっかいどう）」
という名称を提案した７月１７日を「北海道みんなの日（道みんの日）」に制定
しました。
この「道みんの日」に合わせて、縄文に関係する図書等を展示します。

2



夏休み工作のお知らせ
児童室では、下記の要領で夏休み工作を行います。

今年は、お金を入れると回って占いができる招き猫型の貯金箱を作ります。

ちなみに、招き猫のあげる手は、右手はお金、左手は人を招くといわれています。

課題図書の利用について（お願い）

児童室では、「青少年読書感想文全国コンクール課題図書」ならびに「北海道青少年のため

の 200冊」で選定された本を「課題図書」として登録しています。

例年、夏休み期間においては児童・生徒の利用頻度が高いため、7月 1日（金）から登別

市内小中学校の夏休み終了までの間、児童・生徒以外の利用者への課題図書の貸出を中止さ

せていただいております。ご協力いただきますよう、お願い申し上げます。

なお、児童・生徒以外の利用者からの課題図書へのご予約については、夏休み終了後の貸

出となりますのでご了承ください。

栞の配布を終了しました
市民の方より頂いた手作りの栞の配布が終了しました。

今回頂いた栞は登別市立図書館が 2022 年で開館 50周年

を迎えることを知り、図書館利用者へ使って頂きたいと市

民の方が作成してくださったものです。

6月 1日より本館 2階カウンターにてご希望の方へお配

りし、すべての栞を配布いたしました。

手に取った方からは「柄が全て違うので、選ぶのに迷っ

てしまう」などの嬉しい悩みの声もありました。

ご厚意に感謝いたします。ありがとうございました。

ここに占いの結果がでます！

「まねきねこ ちょきんばこ」をつくろう！

日 時：7月 30日（土） 10：30～12：00

定 員：親子・兄弟など 2人一組で 8組

（計 16名）

場 所：図書館 3階 会議室

【申し込み】

期 間：7月 12日（火）10:00～ 定員になるまで

方 法：電話または 1階の児童室カウンターで申し込み
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u 「今月のおすすめ」の展示を行っていま

す。

u 「国立国会図書館デジタルコレクション」

「歴史的音源」を利用できます。

u オンライン・データベースを利用できま

す。

u ＤＶＤを視聴できます。

u 見やすい大活字本もあります。

u 雑誌の最新号の一夜貸しを行っています。

アーニス分館だより

アーニス分館では

≪新刊おすすめ紹介≫
『いざ！に備える 遊びで防災体験 BOOK』

神谷 明宏／著 いかだ社／出版

もし明日、あなたが地震や津波にあったとしたら、どのような「備え」ができて

いますか？頭ではわかっていても、すぐにはうごけないもの！

著者が「阪神・淡路大地震（1995 年）「東日本大地震（2011 年）などの被

災地で、40 年以上にわたり子供たちに指導してきたキャンプ技術が役立っ

たことをもとに、簡単に楽しみながら災害に「備え」の行動ができるように書

かれています。

様々な場面での必要な物や、事柄がとっても可愛いイラストで分か

りやすく説明されています。

お家防災キャンプ！ この夏楽しみながらトライしてみませんか？

デジタル分館おはなし会

日時 7/9(土) 13 時～13時 30分

場所 アーニス分館閲覧室

むかし話や、季節のおはなしを

大きな画面で楽しんでいただきます。

日時 7/27（水） 14時～16時

場所 アーニス2階 フリースペース

おはなし会とお楽しみゲームで遊びましょう。

絵本のお楽しみ袋も！！
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図書館利用者 横田 禎

本と図書館との出逢い

私の祖父母は明治生まれでしたが、本に親しむ機会を両親、親戚を通して与えられまし

た。幸い登別小学校の職員室が向かいで、グラウンドを挟んで育ちました。ありがたいこ

とに勉強するための環境に恵まれていました。

中学校卒業迄の三年間で図書室の本を、ほぼ全て読み終えました。二、三年次にわたり

約百二十冊のペースでした。母方の両親は早来でお菓子屋さんを営み使用人もおり、現在

があるのも祖父母のお陰と感謝しております。祖母の姪は私が高校二年の折アリゾナ大学

に学びマスター号を取得できず帰国しましたが、在学中に自分の父親が亡くなりましたが

訃報を知りませんでした。

友人からの便りで父親の逝去を知ったことを母から聞かされ、遠方すぎて帰国がかなわな

かった思いを胸がはりさけそうで驚きをかくせませんでした。

北海道室蘭栄高等学校入学後、校内を案内され図書室を見た時は戦後十五年でとても立

派で目を見張ったものです。本について、司書の方から貸出の注意を教わりました。汽車

通学でしたが、二、三年生の時はあまり寄れませんでした。二年時進学就職相談があり担

任より「本が好きなので、もう少し成績が良かったら司書の仕事がある。」と言われました。

家庭科でしたが学校推薦で金融機関を受け就職することができ教師の厚い思いに応えるこ

とができました。

結婚後二十代後半家族で東京へ転勤、江東区に八ヶ月杉並区に三年在住、小学校と幼稚

園の息子を伴い杉並区立図書館さんへ足を運びました。三、四階の自習室迄私の靴の音で

恥ずかしかったのを覚えています。

四十年程前の図書カードで近年よく寄るアーニス分館さんで国際子ども図書館さんを知

りました。本館さんでお薦め絵本を知り昨年五月より今年の年頭迄にようやく読み終わり

ました。一人暮らしですが子供の本で多くのことを学びました。コロナ禍中、体調を崩し

た際にも図書館さんに助けていただきました。本は友達、手許にありますと再度読み返す

ことができ心のオアシスです。

二月に映画会に行き「プロフェッショナル・仕事の流儀」を拝見、登別市の市民憲章に

相応しい映画とつくづく思いました。父は晩年一級土木施工士、職業訓練指導員として働

きました。私が四十歳でしたが勤務先の社長が桜桃の実がたわわに成っている枝を取引先

の銀行の方と一緒に下さり「桜の木に接ぎ木しなさい。」と言われましたが、父は「こんな

もの春でなければだめだ。」と語気鋭く言うので落ち込みました。父の再婚した後添えさん

は少し畑をしておりましたが…。後日社長曰く「私も接ぎ木したがだめだった。」で溜飲が

おりましたが…。

一人暮らしで時間を作るのが非常に大変です。そのような中でも本は祖父母、両親母校

の思いを凝結した友達です。心の栄養、心の深呼吸、又明日から頑張れます。

市民のひろば
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事務担当 寿々来✿英雄

楽しくてこそ！

私は大のクルマ好きです。運転するのはもちろん、色々な車のカタログなどをただ

眺めるだけでも楽しいものです。若い頃は修理を兼ねてあちこちイジっては「カッコ

良くなった！」「走りが変わった！」などと一喜一憂したものでした。

この前ふと、この趣味はいつ頃からなのだろうかと振り返ってみました。思えば、

免許を取る前の高校時代には友達とクルマ話をしていたし・・・。もっと前だと、

小学生の頃には家の車で出かけるときに対向車の車種当てクイズを密かにやってい

たような・・・。

おぼろげな記憶を遡っていくと・・・「ダイヤデパート」のおもちゃ売り場にあった

ミニカーコーナー？いや！「まるみストアー」の絵本コーナーだ！くるくる回る棚に

表紙を向けて並んでいた「のりもの」や「スーパーカー」の絵本！！

４０年以上続いている趣味の原点は、物心ついて間もない頃に見ていた絵本でした。

お気に入りの数冊を、大切に、何度も何度も見ていたことを思い出しました。

そして、ヒマがあれば親戚から貰った百科事典や図鑑などを読んでいた小学生時代

の記憶も蘇り、胸が熱くなりました。

考えてみれば、絵本にしても百科事典にしても、別に強制されて読んでいたわけで

は無く、ただただ楽しかったのです。子どもの頃の私にとって、家で本を読むことは

かなり主要な娯楽でした。他にあまり選択肢がなかったということもありますが。

でも、この「娯楽がないから本を読む」って、実は幸せなことだったんじゃないか

と思っています。

読書の習慣が身についたとまではいきませんが、このころから大人になった今まで、

本は好きな方だと思います。読み方は幼い頃と変わっておらず、お気に入りを何度も

何度も読むスタイルのため、興味の薄いジャンルの本は殆ど手に取る機会もありませ

んが・・・

少なくとも、本を読むことにネガティブな感覚はありません。

最近の子どもたちには、宿題や家庭学習と並ぶくらいに読書が強く勧められる場面

を目にします。どんなことでも「やらなければいけないこと」になってしまうと、楽

しさよりも義務感やノルマなどの負担を先に感じてしまうのではないかと思うんで

す。

図書館に職を得ることができた一人として、少しでも多くの人に本の楽しさを伝え

たい！とは思うものの、これになかなか難儀しております。

まずは身近なところから、自分が本を楽しむ姿を見せてみようと奮闘中です。

職員コラム
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わたしのおすすめ本 一般書担当 チャトラノン

『亡くなった人と話しませんか』 サトミ/著 幻冬舎/発行

母が亡くなってから今年の 3月で 4年経ちました。

今は受け入れていますが、4年前は母が、手の届かない所に

行ってしまい辛くて頭がおかしくなりそうでした。でもその事

を他人に知られたくなくて、友人や主人の前でも平気な顔をし

ていました。親子で楽し気にしている場面を見ると何で私だけ

母がいないの？関係のない人達を恨むようになっていました。

そんな時にこの本に出会い、亡くなった人と話せるの？

と・・・読んで見ました。この本によると病気で亡くなった人

も空の上で元気に歩いているそうです。痛み・苦しみもなく、

私からは見えなくても、空からは私が見えていると、私がいつ

迄も泣いていたりすると元気に歩けなくなるそうです。その言葉で楽になり、今は辛い事・

嬉しい事があると空を見上げます。母が笑ってくれている様な気がして・・・。大事な人

を失い辛い思いをしている方が前を向けます様に、この本をお勧めします。

電子書籍おすすめ本

『のんびり猫旅 日本全国猫島めぐり』
南幅 俊輔/著 主婦と生活社/発行

19 才の時に、公園の木の下で鳴いている子猫を拾い飼って

いました。それから猫が好きになり、私が遊んで欲しい時は無

視され、自分が遊んで欲しい時は、すり寄ってくるという、ツ

ンデレな所が可愛くてたまらないです。本当は猫を飼いたいの

ですが、今住んでいる家はペット禁止なので飼えません。

主人の実家にチャトラの猫がいるのですが、コロナ禍で会い

に行けません。2年程会えていないので忘れられているかもし

れません。コロナもおさまり時間に余裕が出来たら日本全国に

いる猫に会いに行きたいなと思っていたらこの本をみつけま

した。地図や行き方、どんな猫がいるかなどが、写真で載って

います。この本に載っている猫ちゃん全てに会いたい・・・猫好きな方にぜひ読んで頂き

たい 1冊です。
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書　　　 　名 著　者 書　　　 　名 著　者
世界美しい聖地とパワースポットを
めぐる旅

パイ
インターナショナル

娼婦の本棚 鈴木　涼美 新夏山ガイド　1 道央 長谷川　哲

危機の新聞瀬戸際の記者 坂　夏樹 絶景温泉ひとり旅そろそろソロ秘湯　 渡辺　裕美

オッサンの壁 佐藤　千矢子 旅行ライターになろう！ 野添　ちかこ

北海道の教科書 JTBパブリッシング

読むだけで記憶力が倍増する本　 池田　義博 長谷川　哲

記憶はスキル 畔柳　圭佑

高橋　聡美 昆虫食の歴史
ジーナ・ルイーズ・

ハンター

鉄道にまつわる怪異譚 寺井　広樹
ジャパンファッションクロニクル
インサイトガイド

日本服飾文化
振興財団

ステファノス・
クセナキス

世界のカレー図鑑　 地球の歩き方編集室

橋爪　大三郎 女性自衛官　
上野　友子

武石　恵美子

陸上自衛隊ますらお日記 ぱやぱやくん

楽園図鑑　日本の絶景無人島 清水　浩史 ロシア点描　 小泉　悠

常宿にしたい温泉宿　2022年版　 旅行読売出版社 バイデンは赤い 高山　正之

昭文社 経済参謀　 大前　研一

●
世界滅亡国家史　
　 消えた48か国で学ぶ世界史

ギデオン・デフォー ●
来たれ、新たな社会主義　
　 世界を読む2016-2021

トマ・ピケティ

播田　安弘 日本の国会議員　 濱本　真輔

日本の合戦解剖図鑑 本郷　和人監修 学問と政治　 芦名　定道

縄文人は海を越えたか？　 水ノ江　和同 日本がウクライナになる日 河東　哲夫

縄文と世界遺産　 根岸　洋 ウクライナ侵略戦争 『世界』編集部

宮廷女性の戦国史 神田　裕理 日米同盟・最後のリスク　 布施　祐仁

豊臣五奉行と家康　
　 関ケ原合戦をめぐる権力闘争

渡邊　大門
少年法がよくわかる本　
　 令和3年改正対応！

廣瀬　健二

一冊でわかる室町時代 大石　学監修 検察審査会　
デイビッド・T．
ジョンソン ほか

江戸の組織人　 山本　博文 じつは裁判所ってこんな所なんです！ 中村　圭一

●
江戸藩邸へようこそ　
　 三河吉田藩「江戸日記」

久住　祐一郎 白川　優子

サンマデモクラシー　 山里　孫存 世界少子化考　 毎日新聞取材班

● 満洲国グランドホテル 平山　周吉 ●
架僑　
　 中国を第二の故郷にした日本人

竹内　亮

● 古代ポンペイの日常生活　 本村　凌二 岡本　裕一朗

一冊でわかるブラジル史 関　眞興 私の老後私の年金 長尾　義弘

図説メディチ家の興亡 松本　典昭 これからの住まい　 川崎　直宏

危機の外交　岡本行夫自伝 岡本　行夫
仕事に行ってきます　11 
　 アパレルの仕事

半藤一利わが昭和史 半藤　一利
仕事に行ってきます　12
   ガパオづくりの仕事

読むだけで世界地図が頭に入る本　 井田　仁康
仕事に行ってきますプラス　1 
   休けい上手になろう

季刊『コトノネ』編集部

新　　着　　図　　書　　案　　内　　令和４年７月　№1
　●印は今評判の本です。（電話やメール・ホームページでも予約を受け付けています）

0　総記

1　哲学・宗教

北の寂旅　北海道自転車の旅16＋5

3　政治・経済・社会・教育

大切な人を亡くした人の気持ちがわかる本

うまくいく人が仕事以外でやっていること99

いまさら聞けないキリスト教のおバカ質問

2　歴史・地理

札幌　小樽・富良野・旭山動物園　’23

日本史サイエンス　2 　邪馬台国、秀吉の
朝鮮出兵、日本海海戦の謎を解く

紛争地のポートレート　
　「国境なき医師団」看護師が出会った人々

社会学の名著50冊が1冊でざっと学べる

埼玉福祉会出版部
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書　　　 　名 著　者 書　　　 　名 著　者
捨てる家族　
　 母と娘がやりなおすための5つの物

咲　セリ
長尾　和宏
三好　春樹

フェミニズムがひらいた道 上野　千鶴子 最新頭痛の治し方大全 丹羽　潔

● 樋口　恵子 今日から減酒！　 倉持　穣

● キャッチ・アンド・キル ローナン・ファロー 文響社

中嶋　弓子 「目」のトリセツ　 杉田　美由紀監修

マイホーム山谷 末並　俊司 命のクルーズ 高梨　ゆき子

こんなに変わった理科教科書 左巻　健男 不自然な死因　
リチャード・
シェパード

高等専修学校の研究　 山田　千春 本当に役立つ栄養学　 佐藤　成美

アイヌのビーズ 池谷　和信

大津樹 ぬか床づくり　新版　 下田　敏子

魚毒植物 盛口　満 感動のチーズケーキ　 小嶋　ルミ

つくりおき＆つくりわけ幼児食 黄川田　としえ監修

北の大地に馳せる医師の絆　 飯田　和質 365日の幼児食　 homeal

ジェラール・サレム
フロランス・フルネ 希望の教室

ジェーン・
グドールほか

森　達也 建築ってなんだ？ 中山　繁信ほか

ウイルス学者の責任 宮沢　孝幸 森と木と建築の日本史 海野　聡

稲見　崇孝
桂　良寛

日本建築を作った職人たち　 浜島　一成

見て・考えて・描く自然探究ノート　
ジョン・

ミューア・ロウズ
60分でわかる！メタバース超入門 武井　勇樹

学校では教えてくれない
超ディープな数学の教科書

難波　博之
今すぐ使えるかんたん自作パソコン　
Windows　11対応版

リンクアップ

物理学の野望　 冨島　佑允 石澤　清美

世界は単位と公式でできている　 福江　純 シェール革命　
グレゴリー・
ザッカーマン

宇宙はどのような姿をしているのか 平松　正顕 バイオマスプラスチック　 日本有機資源協会

気候変動と「日本人」20万年史 川幡　穂高
結局、老後2000万円問題って
どうなったんですか？　

岩城　みずほ

ウォーキングで出合う !!
日本の固有植物図鑑

海老原　淳監修 きれいに作れる帽子　 赤峰　清香

動物のスゴい耳図鑑　 川崎　悟司 着物リメイクで大人のおしゃれ服　
もりた　もとこ監修
昆布　尚子監修

動物行動学者、モモンガに怒られる　 小林　朋道 高橋　恵美子

クモの世界　カラー版 浅間　茂 刺し子の手習い帖　 いからし　さとみ

怪虫ざんまい　
　 昆虫学者は今日も挙動不審

小松　貴 ブティック社

もうひとつのキタキツネ物語　 塚田　英晴 47都道府県日本全国地元食図鑑 菅原　佳己

● 延びすぎた寿命　
ジャン＝ダヴィド・

ゼトゥン
石阪　京子

死の医学 駒ケ嶺　朋子 ●
上沼恵美子のおしゃべりクッキング
永久保存版BESTおかず　

ABCテレビ

絵でわかるにおいと香りの不思議
長谷川香料
株式会社

村田　吉弘

人類冬眠計画　 砂川　玄志郎 おうちでできる世界のおそうざい 荻野　恭子

新　　着　　図　　書　　案　　内　　令和４年７月　№2
　広報のぼりべつでも新着図書の紹介をしています。

完全図解介護に必要な医療と薬の全知識

老～い、どん！　2 どっこい生きてる90歳

足の痛み・しびれ・はれ・変形自力でよくなる！
名医が教える最新１分体操大全

難病の子どもと家族が教えてくれたこと

5　技術・工業・家事

細密イラストでわかる服装と民族の風俗史　

4　自然科学・医学

地図とデータで見る
健康の世界ハンドブック
定点観測新型コロナウイルスと
私たちの社会　2021年　後半

ゆ～っくり座って健康に！
60歳からはじめるエキセントリック体操　

ふんわりもっちり米粉のパンとお菓子

手ぬいで作るリラックスできる気持ちのいい服

暮らしの中に…おしゃれなレース編み　改訂版　

人生が変わる紙片づけ！　

村田吉弘の「うまみ酢」でかんたん和おかず
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書　　　 　名 著　者 書　　　 　名 著　者

手軽でおいしい！サバ缶レシピ　 大瀬　由生子 白銀騎士団 田中　芳樹

みんな大好き肉おかずとごはん料理
おいしいの

ひみつ編集部
● ファズイーター 深町　秋生

シェア 真梨　幸子

鉄道好きのための法律入門　 小島　好己 阿茶 村木　嵐

図説なつかしの遊園地・動物園 生田　誠 京乱　（高家表裏譚　5） 上田　秀人

● 北の200万都市　生らサッポロ　 日本経済新聞社 たとえ世界を敵に回しても 志駕　晃

いのちのバトンをつなぎたい
ワールド・ビジョン・

ジャパン
油絵は謎をささやく 翔田　寛

剪定「コツ」の教科書 木下　透 菜の花の道（千成屋お吟　2） 藤原　緋沙子

小さな庭をつくる　 河野　義雄
放浪大名水野勝成　
   信長、秀吉、家康に仕えた男

早見　俊

宿根草で手間いらず
一年中美しい小さな庭づくり

阿部　容子監修 イクサガミ　天 今村　翔吾

●
北海の狩猟者　羆撃ちと山釣りに明け
暮れたある開拓者の記録

西村　武重 五分後にホロリと江戸人情 風野　真知雄ほか

アクアリウムのある生活　 千田　義洋監修 なみだ(朝日時代小説アンソロジー） 細谷　正充

関西スーパー争奪　 日本経済新聞社 ● ショートケーキ。 坂木　司

高齢ドライバーの意識革命　 松浦　常夫 泣き虫先生 ねじめ　正一

君たちはしかし再び来い 山下　澄人

自転車キャンプ大全　 田村　浩 ● チョウセンアサガオの咲く夏 柚月　裕子

チェスを初めてやる人の本 小島　慎也監修 生者のポエトリー 岩井　圭也

カーサの猫村さん　6 　 ほし　よりこ 裏家電 嶋戸　悠祐

あたらしい洋食器の教科書　
加納　亜美子
玄馬　絵美子

剣持麗子のワンナイト推理 新川　帆立

武満徹、世界の・札幌の MEI編 さよならに反する現象 乙一

旭川商業高校吹奏楽部のキセキ　 オザワ部長 ● 脱北航路 月村　了衛

女帝メリー喜多川 小菅　宏 ● スタッフロール 深緑　野分

● 映画を早送りで観る人たち　 稲田　豊史 六法推理 五十嵐　律人

日本アニメ史　手塚治虫、宮崎駿、
庵野秀明、新海誠らの100年

津堅　信之 ● 流転（越境捜査　9） 笹本　稜平

名取　弘文 小さき王たち第１部 濁流 堂場　瞬一

● トンネルの向こうへ　 大坂　環 横浜大戦争　川崎・町田編 蜂須賀　敬明

プロレスラー　
　至近距離で撮り続けた50年

山内　猛 スクイッド荘の殺人 東川　篤哉

● マスカレード・ゲーム 東野　圭吾

大人の語彙力「時事教養」大全 齋藤　孝 にごりの月に誘われ 本城　雅人

言葉の周圏分布考 松本　修 ● 公孫龍　　巻2　赤龍篇 宮城谷　昌光

てんまる　
  日本語に革命をもたらした句読点

山口　謠司 宗歩の角行 谷津　矢車

白川静　漢字の世界観 松岡　正剛 Y字橋 佐藤　洋二郎

新　　着　　図　　書　　案　　内　　令和４年７月　№3
　●印は今評判の本です。（電話やメール・ホームページでも予約を受け付けています）

5　技術・工業・家事 913　日本の小説

6　産業・商業

7　芸術・スポーツ

ナトセンおすすめおもしろ学校映画館

8　言語
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書　　　 　名 著　者 書　　　 　名 著　者

百年厨房 村崎　なぎこ

奪還 小杉　健治 瀬戸内　寂聴

● やめるな外科医(泣くな研修医　4） 中山　祐次郎 猫コンプレックス母コンプレックス　
末井　昭

春日　武彦

ルコネサンス 有吉　玉青 もうやってらんない カイリー・リード

● マイクロスパイ・アンサンブル 伊坂　幸太郎 ひとりの双子 ブリット・ベネット

布武の果て 上田　秀人 吉田　篤弘

夢伝い 宇佐美　まこと 北海道の児童文学・文化史
日本児童文学

学会北海道支部

青春とシリアルキラー 佐藤　友哉 村山　早紀

● 小路　幸也 森鴎外 海堂　尊

ベター・ハーフ 鴻上　尚史 オール讀物

笙野頼子発禁小説集 笙野　頼子 折口信夫「まれびと」の発見　 上野　誠

ゴールドサンセット 白尾　悠 作家たちの17歳 千葉　俊二

女人入眼 永井　紗耶子 闇で味わう日本文学　 中野　純

ついでにジェントルメン 柚木　麻子 厨に暮らす　 宇多　喜代子

羊毛フェルトの比重 高森　美由紀 長田弘詩集 長田　弘

朝焼けと狩人　
 　幻の画家、笠木治郎吉の生涯

細井　聖 谷川俊太郎詩集 谷川　俊太郎

退き口（隠蜜鑑定秘録　1） 上田　秀人 中島みゆき詩集 中島　みゆき

菖蒲の若侍（湯屋のお助け人　1） 千野　隆司 宮城谷　昌光

警視庁アウトサイダー　３ 加藤　実秋
平凡な日常を切り捨てずに
深く大切に生きること　

三浦　綾子

不屈の達磨　 安生　正 Nさんの机で　 佐伯　一麦

● 二重らせんのスイッチ 辻堂　ゆめ ● タダキ君、勉強してる？ 伊集院　静

白馬八方尾根殺人事件 梓　林太郎 猿と猿回し
畠山　健二

山口　恵以子

これでいくほかないのよ 片岡　義男 そんな親、捨てていいよ。　 尾添　椿

空白小説　書き出しと結びが
決まっているショートショート

氏田　雄介ほか ● 妻はサバイバー 永田　豊隆

花の骸 森村　誠一
下坂　厚

下坂　佳子
うちの旦那が甘ちゃんで　
　鼠小僧次郎吉編

神楽坂　淳 上田　啓太

逆転のアリバイ 香納　諒一 「できる」と「できない」の間の人　 樋口　直美

● 爆弾 呉　勝浩 柩のない埋葬 方方

夏が破れる 新庄　耕
武　甜静

橋本　輝幸

咲かせて三升の團十郎 仁志　耕一郎
辮髪のシャーロック・ホームズ　
　 神探福邇の事件簿

莫　理斯

株式会社タイムカプセル社　新版　 喜多川　泰 ● 最後の大君
スコット・

フィッツジェラルド

井上　荒野 ● すべての月、すべての年　 ルシア・ベルリン

名探偵は誰だ 芦辺　拓 かくも甘き果実 モニク・トゥルン

新　　着　　図　　書　　案　　内　　令和４年７月　№4
　広報のぼりべつでも新着図書の紹介をしています。

9　その他の文学

遺す言葉　「寂庵だより」2017-2008年より

物語のあるところ　月舟町ダイアローグ

100年後も読み継がれる児童文学の書き方

ハロー・グッドバイ(東京バンドワゴン17）

西村京太郎の推理世界　永久保存版

縦横無尽の人間力　宮城谷昌光対談集

記憶とつなぐ　
　 若年性認知症と向き合う私たちのこと

人は2000連休を与えられるとどうなるのか？

走る赤　中国女性SF作家アンソロジー

生皮　あるセクシャルハラスメントの光景
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日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11

本館休館

12 13 14

分館休館

15 16

17 18 海の日

本館休館

19祝日振替

本館休館

20 21

分館休館

22 23

24 25

本館休館

26 27 28

分館休館

29
本館休館
分館休館

30

31 8/1

本館休館

8/2 8/3 8/4

分館休館

8/5 8/6

 

特別整理休館（蔵書点検）のためお休みします。
 登別市立図書館とアーニス分館は特別整理休館(蔵書点検)のため、下記期間中は
お休みいたします。期間中は本の閲覧・貸出返却・予約本の受け取りは出来ません。
 返却は本館の返却ポストをご利用ください。
 市内各配本所（鷲別・登別）と移動図書館車「こぐま号」は通常通り開館・運行
しています。（特別整理期間中は予約本のご用意が遅れることがあります。）
 ご不便とご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

                              登別市立図書館

本館 アーニス分館 鷲別配本所 登別配本所 こぐま号

住所 中央町5-21-1 中央町4-11 鷲別町3-3-4 登別東町3-6-7 中央町5-21-1

電話 85-4324 81-2182 86-8823 83-1131 85-4324

休館日 月曜・祝日・年末年始
毎月最終金曜

木曜・年末年始
毎月最終金曜

年末年始のみ
日曜・月曜

祝日・年末年始

開館時間
10:00~18:00

(木曜のみ19:30)
10:00~20:00

9:00~17:30
(昼休みあり)

9:00~17:30
土日祝 17:00

巡回表のとおり

図書館カレンダー　令和４年(2022年)　７月

図書館施設案内

デジタル
おはなし会

おはなしぽけっと

ブックスタート

ライブラリー
スタート

おはなし会

蔵書点検休館　7/8まで
（本館・アーニス分館）

休館期間　　2022年７月1日（金）～７月8日（金） 

夏休み工作

映画会

蔵書点検休館　7/8まで
（本館・アーニス分館）
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